
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長さ０．１～５ｍｍ、横断面の外接円の直径１０～２００μｍで、表面に幅５～２００
μｍで長手方向に延びた複数の凹みを有する異形断面再生繊維又は合成繊維 粧料中に
分散されてなる 。
【請求項２】
　異形断面繊維の含有量が０．５～３重量％である請求項１記載の

。
【請求項３】
　シリコーン系界面活性剤を含有する油中水型乳化物である請求項１又は２記載の

。
【請求項４】
　水分散被膜形成ポリマー及び／又は油溶性樹脂を含む請求項１～３のいずれかに記載の
マスカラ化粧料。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、繊維を含んだ、マスカラ、ファンデーション、アイブロウ等のメイクアップ化
粧料に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
ファンデーション等のメークアップ化粧料には、化粧効果を高めたり、滑らかな使用感を
与えるために繊維が配合されている。また、マスカラ等の化粧料には、まつ毛をカールさ
せるキャッチアップ効果やまつ毛を長く見せるロングラッシュ効果を得るために繊維が使
用されている（特許文献１及び特許文献２参照）。
【０００３】
一方、メイクアップ化粧料中に繊維を均一に分散させることは難しい。そのため、繊維の
表面に特殊な表面処理を施すことが提案されている（特許文献３及び特許文献４参照）。
【０００４】
【特許文献１】
特開昭５７－１５８７１４号公報
【特許文献２】
特開平７－１９６４４０号公報
【特許文献３】
特開平７－１７９３２３号公報
【特許文献４】
特開２０００－３４４６２７号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、この場合でも化粧料の塗布後の仕上がりにおいて、塗布面から繊維だけが
遊離したり、塗布面上で繊維が凝集して絡み合うことがある。特に、マスカラにおいては
、繊維が一本一本まつ毛に沿って付着せず、繊維がまつ毛を横断するように付着するため
に、所望のカールアップ効果やロングラッシュ効果が得られないばかりか、仕上がりが汚
くなりやすい。
【０００６】
本発明は、繊維を配合したメイクアップ化粧料において、美しい仕上がりを得られるよう
にすることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、メイクアップ化粧料に配合する繊維として、その横断面に凹みのある異形断
面繊維を使用すると、塗布時の繊維の不要な転がりを防止でき、また、繊維の凹みに化粧
料が入り込むために繊維と塗布面との密着性を向上し、メイクアップ化粧料の仕上がりの
美しさを向上させられることを見出した。
【０００８】
　即ち、本発明は、長さ０．１～５ｍｍ、横断面の外接円の直径１０～２００μｍの繊維
で、表面に幅５～２００μｍで長手方向に延びた複数の凹みを有する異形断面再生繊維又
は合成繊維 粧料中に分散されてなる を提供する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しつつ本発明を詳細に説明する。なお、各図中、同一符号は同一又は同
等の構成要素を表している。
【００１０】
図１は、それぞれ本発明のメイクアップ化粧料が含有することのできる繊維１Ａの斜視図
である。
【００１１】
この繊維１Ａは、繊維長Ｌが０．１～５ｍｍ、横断面の外接円２の直径が１０～２００μ
ｍであり、その表面に幅Ｗ５～２００μｍで長手方向に延びた複数の凹み３が形成されて
いる異形断面繊維となっている。ここで、繊維表面に凹み３が形成されているとは、一般
的な円柱状繊維の側面に相対的に凸部が形成されているとも言い換えることができるもの
であり、凹みあるいは凸部が所定の大きさである限り、平坦でない表面を広く包含し、例
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えば、横断面が略三角形や四角形の繊維も包含する。
【００１２】
この繊維１Ａをメイクアップ化粧料に配合すると、繊維１Ａが化粧料の塗布時に不要に転
がることを防止できる。また、凹み３により繊維１Ａと塗布面との接触面積が増加し、さ
らに、凹み３に化粧料のバインダー成分が入り込むために繊維１Ａと塗布面との接着性が
著しく向上し、メイクアップ化粧料の仕上がりの美しさを向上させることができる。特に
、この異形断面繊維１Ａをマスカラに配合すると、まつ毛が繊維１Ａの凹み３にはまるよ
うにして繊維１Ａがまつ毛の一本一本に沿って付着するので、非常に美しいロングラッシ
ュ効果を得ることができる。
【００１３】
なお、本発明の異形断面繊維において凹み３の配置や個数は、凹み３が繊維の長手方向に
延びて形成されていれば、特に制限はなく、例えば、図１のように繊維の外周に４筋の凹
み３を略等間隔に形成したものの他、図２に示す繊維１Ｂのように、３筋の凹み３を繊維
の外周に略等間隔に形成したものでもよく、図３に示す繊維１Ｃのように、凹み３の曲率
半径を大きくし、繊維１Ｃの横断面が略三角形となるようにしてもよい。また、図４に示
す繊維１Ｄのように、横断面が略矩形でその四隅に凹み３が形成されているものでもよい
。さらに、図５に示す繊維１Ｅのように、凹み３が繊維１Ｅの長手方向に不連続に形成さ
れており、繊維１Ｅの横断面が一定形状とならないものでもよい。
【００１４】
異形断面繊維１Ａ～１Ｅのそれぞれの大きさや凹み３の大きさは、これらの繊維１Ａ～１
Ｅを配合するメイクアップ化粧料の種類、剤型等に応じて定めることができる。例えば、
異形断面繊維をマスカラに配合する場合、平均的な日本人のまつ毛の太さが約６０μｍで
あることから、好ましくは、繊維長Ｌは０．５～３ｍｍ、横断面の外接円２の直径は２０
～１００μｍ、表面の凹み３の幅Ｗは１０～７０μｍとすることが好ましい。また、異形
断面繊維をクリーム状ファンデーションに配合する場合には、繊維長Ｌは０．１～０．５
ｍｍ、横断面の外接円２の直径は１０～５０μｍ、表面の凹み３の幅Ｗは５～３０μｍと
することが好ましい。
【００１５】
異形断面繊維１Ａ～１Ｅの構成素材は特に限定されず、木綿、絹、麻等の天然繊維、レー
ヨン等の再生繊維、ポリアミド、ポリエステル、アクリル、ポリオレフィン等の合成繊維
のいずれとしてもよく、その紡糸方法や繊維の加工方法にも凹み３が形成されるようにす
る限り制限はないが、特に、加工の容易性の点から、ポリアミド繊維、ポリエステル等と
することが好ましい。
【００１６】
また、異形断面繊維１Ａ～１Ｅには、必要に応じて表面処理を施してもよい。例えば、化
粧料中での分散性を高めるために、シリコーン処理、フッ素処理、油脂処理、シリカ処理
等の表面処理を施することができる。
【００１７】
メイクアップ化粧料における異形断面繊維１Ａ～１Ｅの配合量は、当該メイクアップ化粧
料の用途や配合成分等に応じて定めることができる。メイクアップ化粧料がマスカラの場
合、化粧料全体の０．５～６重量％、好ましくは０．５～４重量％、クリーム状ファンデ
ーションの場合、化粧料全体の１～５重量％、固形粉末ファンデーションの場合、０．５
～３重量％とすることが好ましい。
【００１８】
本発明のメイクアップ化粧料は、好ましくは油中水型乳化物であり、シリコーン系界面活
性剤及び揮発性シリコーン油を含有することができる。
【００１９】
シリコーン系界面活性剤としては、アルキルグリセリルエーテル変性シリコーン、ポリオ
キシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体、ジメチコーンポリオール、アルキルジメ
チコーンポリオール、架橋型アルキルポリエーテル変性シリコーン等が挙げられる。これ
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により繊維を化粧料中に均一に分散させることができ、その結果、繊維相互の絡み合いを
防止し、優れたロングラッシュ効果を得ることが可能となる。
【００２０】
シリコーン系界面活性剤の中でも、優れたロングラッシュ効果を得る点から、アルキルグ
リセリルエーテル変性シリコーン、具体的にはジメチルシロキサン・メチル（ウンデシル
グリセリルエーテル）シロキサン共重合体等を使用することが好ましい。シリコーン系界
面活性剤の配合量は、１～５重量％が好ましい。
【００２１】
また、揮発性シリコーン油としては、好ましくは、まつ毛へのレベリング性や皮膚への安
全性に優れ、不快臭が無く、揮発速度が高いものを使用する。このような揮発性シリコー
ン油としては、一般式（１）で表される揮発性ジメチルポリシロキサン、又は一般式（２
）で表されるジメチルシクロポリシロキサンが挙げられる。
【００２２】
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
【００２３】
【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２４】
（式中、ａは０～３の整数を表し、ｂは４～６の整数を表す）
【００２５】
特に、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、オク
タメチルトリシロキサン等の揮発性シリコーン油が好ましい。
【００２６】
揮発性シリコーン油の配合量は、油相中に繊維を十分に分散させるため、１０～３０重量
％とすることが好ましい。少なすぎると繊維の分散が不十分となり、反対に多すぎると、
油相中における繊維の濃度が相対的に低下し、繊維と水相中の水分散被膜形成ポリマーと
の相互作用が小さくなり、まつ毛への繊維の密着性が低下する。
【００２７】
更に、本発明のメークアップ化粧料は、特にマスカラ化粧料とする場合に、水分散被膜形
成ポリマー及び／又は油溶性樹脂等の被膜形成ポリマーを含むことができる。
【００２８】
水分散被膜形成ポリマーとしては、乾燥の速い被膜形成ポリマーエマルジョンを含有させ
ることが好ましく、例えば、アルキルエステルが置換したアクリル酸やメタクリル酸のホ
モポリマーエマルジョンや共重合体エマルジョン、アクリル酸アルキル・スチレン共重合
体エマルジョン、ポリ酢酸ビニルポリマーエマルジョン、シリコーン系ポリマーエマルジ
ョン等を配合することができる。中でも、アクリル酸アルキル共重合体エマルジョンが好
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ましい。
【００２９】
油溶性樹脂としては、フッ素樹脂、シリコーン樹脂、芳香族炭化水素樹脂、テルペン樹脂
、ポリブテン、ポリイソプレン、アルキド樹脂、ＰＶＰ変性ポリマー等が挙げられる。フ
ッ素樹脂としては、パーフルオロアルキル基含有（メタ）アクリル樹脂等の炭化水素系主
鎖にペンダント型にパーフルオロアルキル基をもつもの、ポリフッ化ビニリデン等の主鎖
がフルオロカーボンであるもの等が挙げられる。シリコーン樹脂としては、一般式　Ｒ n

ＳｉＯ ( 4 - n ) / 2　（式中、Ｒは炭素数１～６の炭化水素基又はフェニル基を示し、ｎは１
．０～１．８の値を示す）の単位からなる有機シリコーン樹脂が挙げられる。市販品とし
ては、フロロコートＥＣ－１０４、フロロコートＥＣ－２００（以上、旭硝子株式会社）
等のフッ素樹脂、ＫＲ－２８５、ＫＲ－１１４（以上、信越化学工業株式会社）等のシリ
コーン樹脂を挙げることができる。特に、有機シリコーン樹脂が、耐水性、耐汗性、耐油
性の点から好ましく、なかでもアクリルシリコーン、トリメチルシロキシケイ酸が好まし
い。
【００３０】
さらに被膜形成ポリマーとして、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリエ
チレングリコール及び酢酸ビニル・ビニルピロリドン共重合体等の水可溶性の被膜形成ポ
リマーも使用することができる。
【００３１】
被膜形成ポリマーは、水又は油分に可溶性、分散性のいずれでもよく、固形分として５～
２５重量％、特に１０～２０重量％含むことが好ましい。
【００３２】
本発明のメークアップ化粧料は、上述の成分の他、公知のメイクアップ化粧料と同様に、
固形、液状、又はペースト状の油剤、ゲル化剤、界面活性剤、増粘剤、アルコール類、紫
外線吸収剤、保湿剤、色素、香料、防腐剤、酸化防止剤等を配合することができる。
【００３３】
本発明のメイクアップ化粧料は、マスカラ、アイブロウ、クリーム状又は固形粉末のファ
ンデーションとして構成することができる。
【００３４】
【実施例】
実施例１、比較例１（マスカラ）
表１の組成の各成分を撹拌混合することにより、実施例１のマスカラを調製した。また、
繊維として外周に凹みのない円柱状繊維を使用する以外は、実施例１と同様にして比較例
１のマスカラを調製した。
【００３５】
実施例１、比較例１のマスカラを、ブラシを用いてつけまつ毛に塗布し、仕上がりを顕微
鏡観察した。その結果、比較例１のマスカラを用いた場合には、繊維がまつ毛を横断する
ように付着したが、実施例１のマスカラを用いた場合には、まつ毛に沿って繊維がきれい
に付着し、優れたロングラッシュ効果が得られていた。
【００３６】
【表１】
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【００３７】
(*1)５０％分散液、日本エヌエスシー社、ヨドゾールＧＨ３４
(*2)５０％分散液、日本エヌエスシー社、ヨドゾールＧＨ８４０
(*3)異形断面ナイロン繊維Ａ：図１の形状、繊維長２ｍｍ、繊維径３．３Ｔ、凹み幅１５
μｍ、東洋紡社、製品名クスクス
(*4)円形断面ナイロン繊維：円柱形状、繊維長２ｍｍ、繊維径２．２Ｔ、ユニチカ社
【００３８】
実施例２、比較例２（マスカラ）
表２の組成の各成分を撹拌混合することにより、実施例２のマスカラを調製した。また、
繊維として外周に凹みのない円柱状繊維を使用する以外は、実施例２と同様にして比較例
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２のマスカラを調製した。
【００３９】
実施例２、比較例２のマスカラを、ブラシを用いてつけまつ毛に塗布し、仕上がりを顕微
鏡観察した。その結果、比較例２のマスカラを用いた場合には繊維がまつ毛を横断するよ
うに付着したが、実施例２のマスカラを用いた場合には、まつ毛に沿って繊維がきれいに
付着し、優れたロングラッシュ効果が得られていた。
【００４０】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４１】
(*5)シリコーン処理（三好化成（株））を施した異形断面ナイロン繊維Ｂ：図３の形状、
繊維長２ｍｍ、繊維径１１Ｔ、凹み幅５０μｍ、ユニチカ社、製品名スパーク
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(*6)シリコーン処理（三好化成（株））を施した円形断面ナイロン繊維：円柱形状、繊維
長２ｍｍ、繊維径６．７Ｔ、ユニチカ社
【００４２】
実施例３、比較例３（クリーム状ファンデーション）
表３の組成の各成分を撹拌混合することにより、実施例３のクリーム状ファンデーション
を調製した。また、繊維として外周に凹みのない円柱状繊維を使用する以外は、実施例３
と同様にして比較例３のクリーム状ファンデーションを調製した。
【００４３】
実施例３、比較例３のクリーム状ファンデーションをスポンジパフを用いて人工皮革に塗
布し、仕上がりを顕微鏡観察した。その結果、比較例３のクリーム状ファンデーションを
用いた場合には繊維の凝集が見られたが、実施例３のクリーム状ファンデーションを用い
た場合には、塗布面に繊維が均一に付着し、美しい仕上がりが得られた。
【００４４】
【表３】
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【００４５】
(*7)フッ素処理（大東化成（株））を施した異形断面ナイロン繊維Ｃ：図２の形状、繊維
長０．３ｍｍ、繊維径２．２Ｔ、凹み幅１５μｍ、東レ社、製品名クリスロン
(*8)フッ素処理（大東化成（株））を施した円形断面ナイロン繊維：円柱形状、繊維長０
．３ｍｍ、繊維径１．７Ｔ、ユニチカ社
【００４６】
実施例４、比較例４（固体粉末ファンデーション）
表４の組成の各成分を撹拌混合することにより、実施例４の固体粉末ファンデーションを
調製した。また、繊維として外周に凹みのない円柱状繊維を使用する以外は、実施例４と
同様にして比較例４の固体粉末ファンデーションを調製した。
【００４７】
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実施例４、比較例４の固体粉末ファンデーションを、スポンジパフを用いて人工皮革に塗
布し、仕上がりを顕微鏡観察した。その結果、比較例４の固体粉末ファンデーションを用
いた場合には繊維の凝集が見られたが、実施例４の固体粉末ファンデーションを用いた場
合には、塗布面に繊維が均一に付着し、美しい仕上がりが得られた。
【００４８】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４９】
(*9)異形断面ナイロン繊維Ｄ：図１の形状、繊維長０．３ｍｍ、繊維径４．０Ｔ、凹み幅
１０μｍ）、東洋紡社、製品名クスクス
(*10)円形断面ナイロン繊維：円柱形状、繊維長０．３ｍｍ、繊維径３．３Ｔ、ユニチカ
社
【００５０】
【発明の効果】
本発明のメイクアップ化粧料によれば、異形断面繊維を含有しているので、美しい仕上が
りを得ることが可能となる。さらに、本発明のメイクアップ化粧料を油中水型組成物にす
ると、耐水性に優れ、美しい仕上がりを長く保つことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　異形断面繊維の斜視図である。
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【図２】　異形断面繊維の斜視図である。
【図３】　異形断面繊維の斜視図である。
【図４】　異形断面繊維の斜視図である。
【図５】　異形断面繊維の斜視図である。
【符号の説明】
１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ、１Ｅ…異形断面繊維
２…外接円
３…凹み

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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